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自分を表現し、コミュニケーションを図ろうとする生徒の育成

ータスク活動を用いた英語科授業を通して―

I はじめに

連携協力校であるみよし市の A中学校で、約 1年

半の期間、学校サポーター活動及び教師力向上実習

I・IIをさせていただいた。中学校 1年生を中心に、

授業観察や参加、実践をさせていただく中で、教科指

導はもちろん、学級経営、生徒指導、行事運営など教

員の職務について実践的に学ぶことができた。

本稿では、英語科の「コミュニケーション」に焦点

をあて、「自分の考えを表現し、コミュニケーション

を図ろうとする生徒の育成ータスク活動を用いた

英語科授業を通してー」をテーマとし、教科指導で

取り組んだ成果と課題を報告する。

II 主題設定の理由

1 . 今日的教育課題

新学習指導要領の改訂で、中学校外国語科（以下、

英語と表記）においては日標が以下の通り設定され

三
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考

え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、

話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情

報や考えを理解したり表現したり伝え合ったりす

るコミュニケーションを図る資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。（文部科学省，2017)

新学習指導要領では、コミュニケーションを重視

しているという点では現行の学習指導要頒と同一の

方向を日指している。そして今回から、「見方・考え

方を働かせ」という文言により、コミュニケーション

を行う目的や場面、状況に応じて自分の考えなどを

伝えていく必要があると言及されている。

ベネッセ教育総合研究所 (2014) によると、英語

の勉強で大切なことは「英語でたくさん会話するこ

と」だと考える生徒が 53.4%と述べられている。こ

れは、生徒の英語を学びたいという思いや考え、意識

が新学習指導要領の方向性と一致していることを示

しているように思われる。

しかし、ベネッセ教育総合研究所 (2016) による

と、中学校の授業では、スピーチ・プレゼンテーショ

ンや自分のことについての気持ちや考えを英語で書

くといった「『話すこと』『書くこと』の活動を多少行

っているものの、音読や文法の説明、教科書本文のリ

スニングなどが 9割を超え、『聞くこと』『読むこと』

の活動が中心の授業が展開」されていると述べられ
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ている。このことから、生徒の考えと授業活動とのギ

ャップが生じていると言える。

文部科学省の方針やベネッセでの研究報告を考慮

すると、英語科授業においては、「書くこと」「読むこ

と」による内容ではなく、「話すこと」「間くこと」に

よるコミュニケーション重視の内容が望まれるので

はないかと考える。

2. 学校及び生徒の実態

A 中学校の英語の授業では、文法の説明やその文

法を正しく使うことができるようになるための練習

間題、本文の音読などといった「書くこと」「読むこ

と」を中心とした授業を行っている。授業で生徒が会

話練習をする場面では、ジェスチャーを使って相手

に伝えようとする姿や、グループワークで他者の意

見にしつかりと耳を傾け、話を聴く姿を見ることが

できた。さらには、英語を得意とする生徒が苦手とす

る生徒に教える場面を見ることができた。

しかし、生徒は既習した文法を理解しているもの

の、その文法項目をどういった目的や場面、状況で用

いればよいのか分からず、英語を用いて会話するこ

とが得意でない生徒がいる。その結果、英語に対する

苦手意識をもつ生徒が多くなるように思われた。

また、授業中に学習した文法を用いてインタビュ

ー活動を行う際には、相手に伝わらないと感じると

すぐに日本語で会話をしてしまう生徒がいる。これ

は、自分の考えについて英語で表現することに不安

を抱えてしまったり、相手の英語の定着が弱く、相手

が英語を理解することができなかったりしてしまっ

ていることが原因として挙げられるであろう。

さらに、授業中には、特定の級友で集まりいくつか

のグループができてしまい、グループ内の限られた

級友としか関わろうとしない生徒の現状がある。こ

れは、生徒が互いをよく知っている級友としか関わ

ろうとしないことが原因であると思われる。そして、

そもそも英語を使って多くの人にインタビュー活動

を行う日的慮識が薄くなってしまっていることも原

因であると考える。

3. 本研究の主題

今日的教育課題や学校及び生徒の実態から、「話す

こと」や「聞くこと」によるコミュニケーション活動

の中で、文法項目や表現の定着を図り、目的や場面、
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状況を踏まえて多くの人とコミュニケーションを取

ることができる生徒を育成したいと考えた。そこで、

本研究の主題を「自分の考えを表現し、コミュニケー

ションを図ろうとする生徒の育成」とした。

目的や場面、状況に応じて英語を使うことを指導

する方法として、英語教育分野ではタスク活動とい

う考え方がある。次章では、タスク活動について、そ

の定義や先行実践例について述べていくこととする。

m 本研究で注目する理論および教育現場の実践例
1 . タスク活動の定義

タスク活動とは、日常的な場面において言葉（英

語）を使っで情報のやり取りを行い、自分が意図する

事柄を伝え、会話の日的を達成させる活動のことで

ある。例えば、映画を観に行く H時を決めたり、旅行

で出かけたい場所とその理由についで情報交換し、

どの場所へ出かけるかを相談して決めたりするとい

った活動がその例である。

ここでは、 EllisとWillisが提唱しているタスク活

動について、その特徴を見ていくこととする。

(1) Elliのタスク活動について

また、EllisはタスクをUnfocusedTaskとFocused

Task に分けることができると述べている。

Unfocused Taskとは、意味内容の伝達に重きを四き、

学習者に特定の言語形式を使わせるようにデザイン

されていないタスクを指す。そのため、学習者がどの

ような言語形式を用いてメッセージを伝達するかを

予測・制御することが難しいが、その反面、実際のコ

ミュニケーションに近い場面設定が可能であり、真

正性 (authenticity)を高めることにつながる点が特

徴である（高島，2011)。FocusedTaskとは、学習者

に特定の言語項目を使わせるように工夫されたタス

クを指す。 UnfocusedTaskとは対照的に、学習者が

使うであろう言語形式をある程度予測・制御するこ

とができる。しかし、タスクを遂行する中で特定の言

語構造（文法や語彙など）を使用させるように作成す

るため、不自然なタスクになる可能性がある（高島，

2011)。

Ellisはタスク活動の枠組みを図 lのように示して

しヽる。

Pre-task 
Ellis (2003) におけるタスクの定義は次の通りで

タスク活動の計画をグループで行う。
ある。

I I類似の場面を全体で練習する
A task is a workplan that requires learners to ----., 

process language practically in order to achieve an 

outcome that can be evaluated in terms of 

whether the correct or appropriate propositional 

content has been conveyed. To this end, it 

requires them to give primary attention to 

meaning and to make use of their linguistic 

resources, although the design of the task may 

predispose them to choose particular forms. A 

task is intended to result in language use that 

bears a resemblance, direct or indirect, to the way 

language is used in the real world. Like other 

language activities, a task can engage productive 

or receptive and oral or written skills and also 

various cognitive processes. 

また、高島 (2005)では、 Ellisの上記の定義を踏

まえ、タスクとは次のような特徴を持つとも述べて

しヽる。

① 言葉を使う目的がある。

② 意味・内容の伝達が第一義である。

③ 話し手間に、情報・考えなどの何らかの差があ

る。

④ 学習者が自分で考えて言語を使う。

Task 

グループでタスク活動を行う。

図1: Ellisのタスク活動の枠組み

（図は筆者による）

学習者は少人数のグループでタスク活動に取り組

む。 Pre-taskでは、 Taskの場面で行うコミュニケー

ション活動の日的を学習者全員で確認し、コミュニ

ケーションの計画を立てる。また、 Taskの場面でコ

ミュニケーションが上手くいくように、用意された

Taskと似た場面での対話練習を全体で行い、タスク

の流れの確認を行う。 Taskの場面では、明確な目的

のもと自分で考えて言語を使い、互いの情報や考え

の差を埋めていく。 Post-taskでは、コミュニケーシ
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ョンの日的がどのように達成されたかを発表したり、

そこで使用された文法事項や語彙を互いに発表し、

確認し合ったりする。このような枠組みの中で、学習

者は目的や場面、状況に応じて英語を使い、コミュニ

ケーションで使った文法や語彙が正しかったかどう

かを確認することができる。

(2) Willisのタスク活動について

Willisのタスク活動の枠組みを示すと以下のよう

になる（表 1)。

表1: Willisのタスク中心授業の流れ

(Willis, 1996) ※日本語は（和泉，2009)による

Pre Task: 教師がその日のトピックとタス

クを導入する。

Task Cycle: 

・Task: 生徒がタスクを遂行する。

・Planning: 生徒がタスクの成果を発表する

準備をする。

・Report: 生徒がクラス全体ヘタスクの成

果を発表する。

Language Focus: 振り返りとして、分析活動や

練習活動を行う。

Willis (1996)のモデルでは、タスク実施の上で語

彙や文法事項の指導を行うことが望ましい場面があ

るとされている。 1つは、実際のタスク活動 (Task

Cycle)に入る前の Pre-taskの段階である。事前に

タスクの遂行に役立つ語彙や文法事項を、オーラル・

インタラクションなどを通じて自然な形で提示する

ことで、生徒の取り組みを支援することができると

している。オーラル・インタラクションでは、イラス

トなどの視覚的補助を利用しながら英語で生徒とや

りとりをして語彙や言語材料、題材を導入する。もう

1つは、タスク活動 (TaskCycle)終了後の段階で、

ここでの形式面の指導は LanguageFocusと呼ばれ

る（小金丸， 2013)。LanguageFocusでは、ネイテ

ィブや英語上級者が同様のタスクを行っている様子

を見せ、それを書き取らせたり、書き取ったスクリプ

トを分析させて言語形式の使い方に注目させたりす

る（和泉， 2009)。

2. 教育現場におけるタスク実践

(1)中学におけるタスク実践① （京都市総合教育

センター研究課， 2004)

【対象】中学 1年生

【単元】一般動詞現在形

この授業実践では、 Pre-task、 Task、Post-task

の枠組みで授業を行っている。

Pre-Taskでは、タスクで用いる語彙や表現を生徒

たちに提示し、口頭で言わせることを目的としてい

た。そのため、文法規則や文構造についての説明を一

切行っていなかった。

Post-taskでは、日本語と英語の語順の違いを全体

で確認し、その後自分の英語が正しい語順であった

かどうかを生徒一人一人に確認させた。まず、タスク

で生徒が使った文を日本語で発表させた。次にその

日本語を、英語の単語カードを用いてどのように亜

べかえればよいか、学級全体で考えた。このようにし

て、語順の違いに気づかせた。

この授業実践での成果は、 Pre-taskを行ってから

タスクを行った方が、 Pre-taskを行わなかった場合

に比べて、タスク中に生徒が用いる語彙が圧倒的に

豊富であったということが述べられている。また、

Post-taskで、タスク中に生徒が用いた表現を使って

生徒自身に文法規則を気付かせたため、知識が定着

し易く、そして記憶に残りやすくなっていたと述べ

られている。 実際に Post-task後に書き換え間題や

英作文などの問題に取り組んだ生徒たちの解答を見

ると、日頃同様の間題に取り組んだ時に解答欄に空

白が日立つ生徒も、全て答えを記入することができ

ていた。

Pre-task、Task、Post-taskの枠組みでの授業実践

を振り返り、授業者は「導入時に、文法規則や文構造

を指導し、それらの定着を図ることに重点を置いて

しまうと、コミュニケーションを目的とした活動の

際に、生徒が本当に表現したいことの幅を狭めてし

まうのではないだろうか。もちろん、文法規則や文構

造を理解させることも必要だが、先にそのような活

動に時間をかけるのではなく、まずどんどん表現さ

せて言葉として使わせることが大事ではないか。」と

述べている。

このことから、 Pre-task、Task、Post-taskを行う

ことで、タスクの効果をより高めることができ、生徒

の文法や文構造への理解も深めることができたとい

える。

(2)中学校におけるタスク実践② （天野， 2007)

【対象】中学校2年生 英語コース履修者

この実践では、身近な場面を設定し、生徒の実態

に合った内容のタスクを取り入れてコミュニケーシ

ョン活動を構成することで、自由度の高い内容で会

話をすることができるようになった様子が述べられ

ている。

この実践では、第3時と第4時、また、第5時と第

6時において、プレ・タスクからタスクヘ進むといっ

た活動が計画されていた。第4時に行うタスク活動

「ポトラックパーティーについて話し合う」を充実

させるために、第3時のプレ・タスクでは、目標とす
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る文法項目である第4文型の語順を、インタビュー

形式のビンゴゲームによって習熟できるように計画

されていた。また、第6時に行うタスク活動「修学旅

行の班活動の計画を立てる」を充実させるために、第

5時のプレ・タスクでは、目標とする文法項日である

不定詞の名詞的用法を、「趣味について話す」という

コミュニケーション活動を通して習熟できるように

計画されていた。

この授業実践の結果と考察として、タスクを取り

入れたコミュニケーション活動に取り組んだことに

より、自分の気持ちや考えをまとめて、相手の発話に

対して即時に発話する姿が見られるようになったと

述べられている。また、タスクを取り入れ自由度の高

い内容で会話を行ったことにより、既習の言語材料

も駆使して自分の考えや気持ちを発話することがで

きるようになってきたと述べられている。この授業

の後のアンケートには、「今までの復習と実践的な練

習になった」という生徒の感想が見られた。さらに、

「この活動は英語を話す力を伸ばすのに役立ったか」

というアンケートの間いに対して、全員の生徒が「と

ても」又は「まあまあ」と肯定的な回答をしていた。

(3)先行実践例の考察

(1)、(2)の先行実践を見ると、タスク活動は、

生徒のコミュニケーションカやコミュニケーション

に対する考えに変化を与える可能性をもっていると

考えることができる。また、両研究とも Pre-taskの

場面では、 Ellisのタスクの枠組みを用いて実践を行

っている。このことから、本実践研究でも、 Ellisの

枠組みを用いて授業を構成しようと考えた。

N. 本実践研究について

1 . 研究の目的

本研究の日的を以下のように設定した。

英語を通して、他者と関わるために自分の考えを

表現し、コミュニケーションを図る生徒を育成す

る
ーニ
本実践研究では、「自分の考えを表現」するとはコ

ミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて

自分のことばで相手に伝えることとする。また、「コ

ミュニケーションを図る」とは、他者（級友）と関わ

る中で課題を解決するために協力し合うこととする。

以上の日的を達成するために、仮説を設定した。

2. 研究仮説

英語科においてタスク活動の枠組み (Pre-task、

Task、Post-task)で授業展開をすることで、生徒

が意図的にコミュニケーションを図ることができ

る。

3. 授業デザイン

(1)研究構想図

罪柱贄璽＼

・自分c考11:叩て難を使って覆贋することりできる蝶 （自分を晨麗する力）
，英語を使って積極的に飽者と圃わることのできる生賛 (:iミュこケーシ3ンカ）

・飽者と襲わりながら朦題を解決し，他者と誓力しようとする生徒（協力する力）

研究構想図では、生徒の実態を基に、手立てを講じ

て、研究主題を達成させるための、枠組みを示してい

る。目指す生徒像に近づくための手立てとして、フォ

ーカス・オン・フォームの考え方を用いたタスク活動

を用いることとする。フォーカス・オン・フォームと

は、主に形式に焦点を当てる言語教育アプローチと、

主に意味内容に焦点を当てる言語教育アプローチの

双方の間題を解決するために、双方の考え方を合わ

せた、 Longによって考案された第3のアプローチと

呼ばれる言語指導方法である（和泉， 2016)。

筆者は目指す生徒像を 3つ挙げ、それぞれに身に

つけさせたい力を設定した。

1つ日は、「自分を表現する力」である。実践校の

授業を参観する中で、英語を苦手とする生徒が、ペア

やグループのメンバーに好きな食べ物や好きな国な

どについてインタビューをする活動の際、どのよう

な表現を用いて質間をすればよいのか分からず、英

語を得意とする級友に頼ってしまう姿があった。こ

の妻は、英語を苦手とする生徒は英語の定着が弱く、

日本語で言いたいことは考えられるものの英語で述

べることが上手くできないことを表していると考え

られる。そこで、帯活動と Pre-taskの場面で英語表

現の意味内容及び言語形式を定着させ、この姿を達

成させようと考えた。

2つ日は、「コミュニケーションカ」である。実践

校には、相手に英語で伝わらないとすぐに日本語で

コミュニケーションを図る生徒がいる。英語の授業

であるため、英語でコミュニケーションを図って欲

しい思いがある。そのため、日本語を使用してはいけ

ないコミュニケーションの場面や状況を設定し、目
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的を達成するために英語を用いる必然性を高める。

そして、英語を通してお互いの意見や考え、伝えたい

ことを理解しようとする生徒の育成を日指す。これ

は、他者とコミュニケーションを図るという本研究

の日的につながり、研究構想図内にある要素として

は、言語機能及び意味内容につながるものであると

考える。

3つ日は、「協力する力」である。 1つ日の「自分

を表現する力」のところでも述べたように、実践校に

は、協力して課題を解決しようとはせず、英語が得意

な生徒に活動を任せてしまう生徒がいる。ここでは、

他者と関わりながら協力し、課題を解決しようとす

る生徒の育成を目指す。なお、ここでの課題は、タス

ク活動で行う内容のことを指す。

(2)研究構想図内における手立て

本実践研究での各場面における手立てについて、

以下に述べていく。

①帯活動

帯活動では、全ての時間でパワーポイントを用い

てスライドに日本語を映し、その日本語を英語に書

き替えたり、素早く言ったりする活動を行う。英語に

書き替える活動では、全ての生徒に自分の力で単語

を書かせる。最後まで諦めず活動に取り組むことが

できるよう、教科書や予習ノートを見ても良いこと

を伝える。日本語を英語で素早く言い換える活動で

は、瞬時に日本語を英語で表現させるため、 15秒と

いう時間を設定し、時間内に素早く言わせるように

する。

②タスク活動

タスク活動は、Unit8の第7時及び第8時で行う。

Pre-taskでは、「自分を表現する力」を、練習タス

クを通して育成する。本実践では、タスクで扱う文法

について想起させるため、練習タスクとして、疑間詞

を用いたスモールトークを教師と生徒及び生徒同士

で行う。このスモールトークでは、タスクに必要な語

飽等も扱うことで語飽の確認を同時に行う。

Taskでは、「自分を表現する力」をさらに育成し

たり、新たに「コミュニケーションカ」及び「協力す

る力」を、級友とのかかわりを通して育成したりす

る。そこで、ここではグループでどのようにして目的

を達成させるかを話し合う時間を設けたり、実際に

インタビューをする活動を設定したりする。グルー

プでの話し合いや、級友へのインタビュー活動中は、

生徒に自分の考えを表現させたり、グループで解決

させたりするために、生徒からの英語表現等に関す

る質間について、教師の助言や訂正などは極力控え

ることとする。インタビュー活動後には、グループで

相談をしながらまとめをし、全体発表を行う。

Post-taskでは、 3つの力を身に付けることができ

たかどうかについて活動の振り返りを行う時間を設

ける。 Task後に、最後まで英語でインタビューがで

きかたどうか、多くの級友と話すことができたかど

うか、グループで協力することができたかどうかに

ついて、活動の振り返りをワークシートに記入させ

る。また、本研究とは直接関わらないが、授業のまと

めとして教師からの文法の確認を行う。これは、文法

の確認を改めて行うことで、新出文法を定着させて

いくことを日的とする。

(3)単元計画

平成 30年 10月1日から 10月 26日の 1か月間

で、東京書籍NEWHORIZON 1のUnit7とUnit

8の2単元を授業実践した。Unit7では疑間詞のwho、

what time、whichを、 Unit8では疑間詞の where、

whose及び目的格を扱った。

Unit8後には、 Ellisのタスク活動の枠組みを用い

て、ランキングリストを作成し、英語で発表するタス

ク活動を行った。ランキングリスト作りを課題とし

た理由は以下の通りである。

・英語を使う目的や場面を設定することができる

• 自分の意見や考えを伝えながら、級友と協力し
てインタビューをするテーマを決めたり、発表

原稿を作成したりすることができる

授業実践内容の概要は以下の通りである（表2)。

表2-1: 授業実践の内容 (Unit7) 

時間
めあて

学習課題

第1時 Partl① 

whoの使い方をマスターしよう

・知らない人について whoを使って畔ね

ることを知る。

第2時 Partl② 

本文の内容を理解しよう

・Q&Aを解き、本文の内容について考え

る。

第3時 Part2① 

世界の時刻について尋ねよう

・what timeを用いて時刻を尋ねること

を知る。

第4時 Part2② 

本文の内容を理解しよう

・what timeを用いて、級友に 1日の生

活について

• 本文の内容を理解し、日本とブラジル
では季節や時刻が異なることを知る。

第5時 Part3① 

whichの使い方をマスターしよう
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• 特定のことやものを尋ねるときには

whichを使うことを知る。

第6時 Part 3② 

本文の内容を理解しよう

・Tor Fを解きパウロとマリアが家で使

う言語について理解する。

第 7時 Daily Scene 3 

先生にグリーティングカードを書こう

・グリーティングカードとはどういった

ものなのか知る。

• お枇話になっている先生にグリーティ

ングカードの作成をする。

表2-2:授業実践の内容 (Unit8) 

時間
めあて

学習課題

第 1時 Part 1① 

whereの使い方をマスターしよう

• ものがどこにあるか尋ねるとき

はwhereを用いることを知る。

第2時 Part 1② 

本文の内容を理解しよう

・単数と複数では用いる be動詞の種類が

異なることを理解する。

第3時 Part 2① 

Whoseの使い方をマスターしよう

・だれのものか尋ねるときにはwhoseを

用いることを知る。

第4時 Part 2② 

本文の内容を理解しよう

• 本文中の代名詞が何を指しているのか

を考えて本文の内容を理解する。

第 5時 Part 3① 

自分の好きな有名人について紹介しよう

・目的格を理解し、自分の好きな有名人

について紹介する。

・級友に自分の好きな有名人について説

明する。

第6時 Part 3② 

本文の内容を理解しよう

•本文中の代名詞（目的格）が何を指して

いるのか理解し、本文の内容について考

える。

第 7時 タスク活動①

友だちにインタビューしてランキングリ

ストを作ろう。

・パワーポイントの画面を見ながら 15秒

間で 24の日本語を素早く英語で言う活

動を行う。（帯活動）

・ペアで〈What+名詞〉を用いた会話練

習を行う。 (Pre)

・教師の提示するランキングリスト表を

見て何についてのランキングリストで

あるのか考える。 (Pre)

．どのようなランキングリストを作成す

るかグループで話し合う。 (Task)

・グループで、級友ヘインタビューする

ための質間項日を決める。 (Task)

・級友ヘインタビューをする。 (Task)

第8時 Iタスク活動②

友だちにインタビューしてランキングリ

ストを作ろう。

• 前回の級友へのインタビュー活動の続

きを行う。 (Task)

・インタビューで得た結果をグループに

持ち帰り票数を確認し、グループでまと

める (Task)

・グループで発表原稿及びランキングリ

ストを作成する。 (Task)

・作成したランキングリストをスライド

で提示しながら全体へ発表をする。

(Task) 

・活動の振り返りを行う。 (Post)

4. データ収集・分析について

研究構想図に書かれている身につけさせたい 3つ

の力について、以下のような場面・媒体でデータを収

集し、それぞれの観点で分析をしていくこととする

（表 3)

表3:。データ収集場面・取集媒体及び分析の観点

力 収集場面・収取媒体 分析の観点

・帯活動を行ってい • 最後まで諦めず取り

る場面 組む姿が見られるか

自
どうか。

ノ刀＼ 

を • 自分のペアが分から
表

ないところがある際

亨 に教えたり、ヒント
る を与えたりしようと
力

する姿が見られるか

どうか。
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・Pre-taskにおける

ペアでのスモール

トークの場面

・グループ活動中に

相手の話を聴きな

がら自分自身の意

見を話す場面

コ
・インタビュー活動

ミ 中の場面
ユ
~ ~ 

ケ
l 
シ
ヨ ・ワークシートの記

ン 述場面・内容
力

協 ・ワークシートにお

力 ける自分自身に対
す する記述場面・内
る
力 合点

V. 実際の授業での様子

1 . 参加者及び実践期間

・相手の質間を理解

し、自分自身のこと

ばで答えようとする

姿が見られるかどう

か。

• 自分の意見を話す際

に、課題を理解し発

言することができて

いる姿が見られるか

どうか。

・日本語を使わず最後

まで諦めず英語を用

いてインタビューを

行おうとする姿が見

られるかどうか。

• 他者と関わることが

できたかどうか。

• 他者と協力をして活

動に取り組むことが

できていたかどう

か。

対象：みよし市立A中学校 第 1学年B組 30名

期間：平成 30年 10月 1S "--'10月26日

2. 帯活動における実践と生徒の様子

Unit 7での帯活動では、毎授業で単語の意味を確

認するために、前時で学習した新出単語について 7

"--'8語スライドに映し、 3分間で日本語を英語で書

き替える活動を行った（図 2左）。 Unit8での帯活動

では、スライドに映した 24の日本語を、 15秒の間

にいくつ英語で言うことができるかという活動を行

った（図 2右）。

Unit 7で3分間の時間を設けた理由として、分か

らない単語があった際に、教科書やノートを見て取

り組んでも良いとすることで、全ての生徒が 1つは

W渭orritde tchhese ecJk apanese words in E叫ish. (J) Jアう ② タ］ @テニス ④大耀日
〗春 ② '~ ⑤朝 ⑤おいしい］し加 ⑧~ 英語

@かりいい ④ ⑨言葉 ⑰ 5月 ⑪ 熱心Iこに，を好召

i¥i;') ~J （6ヽゞ／＼ 且 ⑯国 ⑯ 

⑰友達 ⑬ 臼色 ⑲ 9月
〗秋 ⑱ 

⑰どこに ⑳， を置〈⑰ 土璽日喜

図2:帯活動で提示したスライド

書くことができるようにするためである。 Unit8で

は、全員が必ず lつは英語で言えるように、英語がそ

のままカタカナ語となっている H本語（例：コアラ、

ラケット、テニスなど）を含めた。また、ペアの一方

は正解 ("OK")、不正解 ("NotOK") について英語

を用いて判定するよう指示をした。

Unit7で行った帯活動は、 Unit7以前の授業でも

取り組んでいた活動であった。そのため、生徒が活動

に対して戸惑っている姿は見られなかった。最初は、

3分という時間内に書き終えることのできる生徒が

少なかったが、毎時間ごとに 3分で書き終えること

のできる生徒が多くなっていった。「教科書やノート

を見ても良い。」と指示を出していたため、英語を苦

手とする生徒も、予習ノートを見ながら単語を書い

ていた。また、ペアに尋ねて単語を書く生徒もいた。

今までは分からない単語があるとすぐに諦め、活動

に消極的であった生徒も、時間はかかるが最後まで

諦めず活動に取り組むようになった。

Unit 8で行った帯活動は、生徒にとって初めての

活動であったため、初めは 24の語彙を言うことがで

きない生徒が多くおり、英語を得意とする生徒でも

10前後が精一杯であった。しかし、毎時間行うこと

で生徒が活動に慣れたことと、ペアで単語を教え合

うことで、 15秒の間に 24の表現を言い終え、再度

挑戦し、 2周日を終了することのできる生徒も出て

きた。帯活動では、毎時間単語の内容を新しくしてい

るため、瞬時に日本語を英語にすることのできるカ

が身についたのではないかと考える。

◎帯活動における成果と課題

2種類の帯活動を通して見られた姿は、「自分を表

現する力」が表れたものではないかと考えた。

一方で、帯活動の進め方について反省すべき点が

あった。それは、時間の設定である。 Unit8の帯活

動で素早く日本語を英語に変えて言うためには、時

間を設定することが必要であると考えていた。しか

し、 15秒という時間は生徒に焦りを感じさせてしま

ったり、分からない単語を調べるには十分ではなか

ったりした。特に英語を苦手とする生徒は、あまり日

本語を英語に変えることができなかったため、再度

挑戦したい様子を見せていた。帯活動では、時間を設

定しない、もしくは、 15秒ではなく、より長い時間

を設ける必要があったと考える。

3. タスク活動における実践と生徒の様子

(1) Pre-taskにおける実践と生徒の様子

Pre-taskでは、Taskで用いると思われる Unit7、

8で学習した疑間文を想起させることを目的とし、

教師と生徒、生徒同士のスモールトークを設定した。

教師と生徒のスモールトークでは、疑間詞 what、
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where、whichを用いるために、本実践前に開催され

た合唱コンクールの振り返りを、英語を用いて行っ

た。以下が、教師と生徒のやりとりである。

T: What did you do last Saturday? 

SI: Gasho-konkuru. 

T : That's right! We had a chorus contest. 

s2: コーラスコンテストって言うんだ！？

T: Yes! Well, where did you sing? 

s: ..... . 
T : Where did you sing? 

s2: 分かんなし¥••• 

T: Where, where did you sing? 

83: Sun Art. 

T : Great! Sun Art. What song did you sing in 

this class? 

ss: 輝くために
T : Yes! I think your song was so great! What 

song did ichinensei sing? 

84: いのちの歌

T: Which class got a gold medal? 

84= 1-1 

生徒は教師の質間をしつかりと聞き、何について

間われているのかを考えながら答えることができて

いた。しかし、生徒の反応が見られず、首をかしげる

場面があった。教師の質間内容が理解できていない

のだと思ったため、疑問詞をゆっくり発音したり、誇

張したりしながら理解を促した（上記やり取りの太

字）。そうすることで、生徒は何について尋ねている

のかを理解することができ、質間された内容につい

て英語を用いて答えることができた。

次に、生徒同士で〈what+名詞〉を用いたスモール

トークを行った（図 3)。この活動は、タスク活動中

に行う級友へのインタビューの前段陪として設定し、

瞬時に間かれた質問に対して英語を用いて自分のこ

とばで表現できるようにすることを目的とした。

図3:スモールトークで用いたスライド

英語を苦手とする生徒の様子を見てみると、 Unit

7やUnit8の教科書を履修していたときの会話練習

では、モデル文が示されていても自分の言いたいこ

とや聞きたいことについてどういった単語や表現を

用いて質間をすればよいか分からず、沈黙をしてし

まっているペアがいた。しかし、今回の活動では、

教師とのスモールトークにより疑間文の使い方が想

起されていたため、 WhatanimalやWhatseason 

など今までの学習内容を用いて自分が相手に尋ねた

いことについて英語で質間することができていた。

また、尋ねられた質間に対し、しっかりと自分の考

えを英語で答えることができていた。

◎ Pre-taskにおける成果と課題

疑間詞の使い方について想起させるために、教師が

補助をする活動を行った後に生徒同士で活動をさせ

たことは、効果があったのではないかと考える。

ペア活動中の生徒の様子から、相手の質間を理解

し、自分自身の言葉で答えようとする姿が見られ

た。このことから、「自分を表現する力」が身につい

たのではないかと考える。しかし、 whyの間いかけ

に対し理由を説明することのできる生徒が少なかっ

た。教師とのスモールトークの中で、 whyに対する

答え方を教師が何度か示しておく必要があったと考

える。

(2) Taskにおける実践と生徒の様子

Taskでは、まず初めにランキングリスト作りにつ

いてイメージさせることを日的とし、いくつかのラ

ンキングリストを提示した（図4)。
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図4:生徒に提示したランキングリスト

提示したランキングリストでは、テーマの部分を

隠、し、何についてのランキングなのかを生徒に考え

させた。初めは、何のランキングか分からず戸惑う生

徒もいたが、見たことのある英単語からイメージを

膨らませ、 "favoritesubject"や"futurejob"のように

英語で答える生徒もいた。

次に、グループで何についてのランキングリスト

を作成するか話し合う時間を設けた。まずは、ワーク

シート内のメモ欄に、どういったランキングリスト

を作成したいか、グループで候補をできるだけ多く

壽かせた。その後、テーマを一つ決定させ、質間文を

考えるよう指示を出した（図 5)。生徒は、テーマの

候補を考えることに最初は戸惑っていたが、いくつ

かのグループでは、英語が得意な生徒が例として示
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されたランキングリストを参考にしながら、グルー

プの級友に意見を求めていた。全く候補がでないグ

ループには、教師から「好きな季節や好きな月は？」

等、生徒が身近で考えやすいトピックを伝えた。しか

し、一人で強引に話を進める生徒の姿や、「これでい

いだろ」などといった強い口調で話し合いに参加す

る生徒の妻も見られ、形だけのグループ活動になっ

てしまったところもあった。
(STE f'J• [応庫翁q訳虹Wl各

釦Jc)う'./令ぶ ,Y')7. トを勺・、成するか証，し

f・''を:

図5:生徒が用いたワークシート

次に、いくつか出したテーマの候補の中から一つ

を選び、そのテーマについて尋ねる質間文を英語に

訳させた。英語で質間文を考える場面では、教科書や

予習ノートを見ながら英語に訳したり、一つ一つの

単語を調べる際「僕はこっち、あなたはここ」といっ

たように役割分担をしながら調べたりする姿が見ら

れた。しかし、質問文を英語に訳すことができないグ

ループもあった。本来ならばグループからの質間に

は答えず、生徒同士で英語に訳してもらいたかった

が、辞書の準備などが不十分であったため、教師が答

えることもあった。

実際にインタビューをする場面では、各グループ

で決めた質間内容を、ワークシートを見ながら級友

に英語で尋ねる姿が見られた。そして、その質間に対

して英語で答える生徒の姿が見られた。しかし、日本

語でインタビューをしたり、日本語で答えたりする

姿も見られた。あるグループは「生まれ変わったら何

になりたいか」というテーマを選んだが、その質間文

"If you were reborn, what would you want to be?" 

は級友に理解されなかった。そのため、はじめは英語

で質間をするものの、すぐに日本語で言い換えるこ

ととなっていた。また、活動の残り時間が少なくなっ

たとき、素早くデータを集めるために日本語で尋ね

合う姿が見られた。

インタビュー活動後、各自で集めたインタビュー

結果をグループに持ち寄り、まとめる作業を行わせ

た。その後、全体発表をするために、穴埋めにしたワ

ークシートにランキングを書き込み、原稿を作る活

動を行わせた（図 6)。穴埋めをすることで原稿が完

成するようになっていたため、原稿の作成に苦労す

る生徒の姿は見られなかった。しかし、グループ内

で、原稿を作成する生徒とそれをただ見守るだけの

生徒が出てきてしまった。
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図6:生徒が用いた発表原稿

◎ Taskにおける成果と課題

Taskでは、生徒が英語を使ってコミュニケーショ

ンを図る姿を見ることができた。また、グループでの

話し合いやインタビュー活動中は、自分のことばで

話すことができており、「自分を表現する力」、「コミ

ュニケーションカ」及び「協力する力」を高めること

ができたのではないかと思われる。

一方で、いくつか課題が明らかになった。質間文を

作成させる際に、できる限り既習表現を用いる工夫

をさせることが必要である。タスク活動の目的は、自

分一人だけの力では達成させることができず、互い

に協力し合う必要がある。そのため、自分の考えを表

現する際に、級友が理解できるかどうかを考えさせ

るよう指導する必要があると考える。時間が少なく

なった際に日本語を使用した点については、英語を

使用する必然性について課題があるように思われる。

より英語を使用する必然性のある、現実の生活に即

した課題でタスク活動を行うことの大切さを学んだ。

グループ活動で互いに協力をすることができるよう

になるためには、一人ひとりに明確な役割を与える

ことや、日頃から級友の意見に耳を傾ける姿勢を養

うことが必要であると思われる。

(3) Post-taskにおける実践と生徒の様子

Post-taskでは、グループで協力してランキングリ

ストを作成するという課題に対しての振り返りを行

わせた。その中で、タスク活動全体から得た学びや苦

労した点について自分自身の考えを記入させた。ま

た、グループの級友の頑張りも記入させた。

代表的な振り返りは以下のようなものであった。
響―-- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -―’ l 英語だけだと伝わりにくいからジェスチャーを：
！つけないといけなくて、アニメっていうのをどう！

iやったら伝わるか分からなくてとても苦戦したけ{

iれど、最終的には全員にききたいことをきけたの I
L _____―--―-----―--―-----―--―-----―--―-----―--―-----―--―-----―--―-----―--―-----―--―-----―--―-----
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！で良かったです。また、他のものもきいてみたい！

iです。
'----------------------------------------------------------------------------------------------j 

「苦戦したが、全員に聞きたいことが聞けた」と書

かれている。この記述を書いた生徒は、質間文を考え

る際にグループの中心となり話し合いを進めていた。

また、インタビュー活動では、英語とジェスチャーを

駆使して級友に質間をしていた。

多くの生徒が苦労をしたが充実感を得られたよう

であった。グループ活動で協力する様子が見られな

かった生徒については、振り返りにそれに関する記

述は見られなかった。

◎ Post-taskにおける成果と考察

生徒の記述から、グループで協力して課題を解決

しようとする「協力する力」を高めることができたの

ではないかと考える。一方で、「活動が難しかった」

と記述してある生徒もおり、初めての活動内容に戸

惑っていた生徒も見られた。タスク活動に慣れてい

くことによって、難しさよりも達成感を感じること

ができるようにしていきたい。

6. 本研究の考察と課題

本研究を通して、タスク活動を行うことで、活動の

目的に対して意図的にコミュニケーションを図る生

徒の姿を見ることができた。 Pre-taskで文法項目を

想起させることで、コミュニケーションを図る際に、

今までは英語でどのように伝えれば良いのか分から

ず不安を感じていた生徒も積極的に級友と関わるこ

とが可能となった。さらに、タスクを通して課題の達

成のために級友と協力しながら活動に取り組むこと

もできるようになった。

本研究の課題として挙げられるのは、生徒の実態

に即した活動デザインの設計であると考える。時間

設定については、生徒が焦ることなく十分に課題を

達成することができるように配慮する必要がある。

また、既習の表現のみを用いて活動をすることがで

きるような課題設定やインタビュー活動での配慮も

必要である。タスク活動自体は本研究の目的を達成

させるためには有効であると考えられるため、全て

の生徒が活動に参加をすることができるように、生

徒の生活や現実に起こりうるシチュエーションを取

り入れ、よりタスクを生かすことのできるように授

業を作っていく必要があると考える。

VI おわりに

本実践を終えて、連携協力校である A中学校では、

多くの先生方に助けていただいた。また、 1年生の生

徒はとても元気が良くすれ違うたびに手を振ってく

れたり、声をかけてくれたりした。

本研究では、「自分の考えを表現し、コミュニケー

ションを図ろうとする生徒の育成」を日指し、英語科

の授業において実践をさせていただいた。その中で

生徒の実態を把握し、授業の活動内容を決めること

に大変さを感じたが、授業に対する手ごたえを感じ

ることもできた。タスク活動をあらゆる単元で展開

していくことができるよう、様々な授業提案を今後

行っていくことができるよう努力していきたい。
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